カンファレンスシート（　田名部　一樹様）

実施日：R2年　3月19日（木）13：30～14：00
検討内容目標の見直し、今後の対応

	氏名
	田名部　一樹様
	性別
	男
	年齢
	42
	生年月日
	昭和52年6月16日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	病状の安定。日中活動性の維持。対人交流能力の向上

	本人希望
	就労を継続したい。

	家族希望
	週2回はデイケアに通って欲しい。就労は望まない。

	入院歴
	計　1回（最終：平成14年　3月　日～　平成15年　10月　日）

	通所歴
	　　1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：平成15年10月　日～現在　　（週1回/金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：自宅
	家族構成：両親と本人の3人暮らし

	利用制度
	精神保健福祉　手帳　2級
	障害年金　2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）
自立支援医療費制度利用中（上限：2万円）

	備考：2018年11月より就労継続支援施設A型「グリーンガーデン」を利用。12/31に契約更新予定であったが、本人の就労態度等が問題となり更新はしないことになる。その事を知り、本人は12/15以降自己判断で利用を止めている。利用を中止する際には、退職届の作成・提出が必要であることを伝え、作成し提出、「グリーンガーデン」の利用を中止し、以後デイケアの利用を週3回に変更している。2019年8月から「チョコクッキー」の就労開始となり、デイケアの利用は週1回となる。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	適度に休養を取り、病状を安定させたまま現在の生活を維持する。(後々は就労したい)
	①デイケア通所を休まず継続する。
	①生活リズムを整え、デイケア利用日は休まずに通所する。
	①欠席があった際は、欠席の理由について確認し把握する。体調面を維持できるようアドバイスし、生活リズムに乱れがある際には解決策をスタッフと考える。生活リズムを崩さず、通所継続出来ている時は評価する。

	
	②対人交流について適切な対応が出来るようになる。
	②人を馬鹿にしたり、傷付けるような問題となる発言はしない。
	②対人関係で悩むことがあれば、本人とスタッフで相談し解決策を考える。スタッフは交流時に問題となる行為があった際に振り返りを実施し、本人が理解できるよう問題点を説明し、対処法を検討していく。

	
	③コレステロール値を正常範囲内で収める。
	③コレステロール値を上げない。
	③野菜を必ず食べるようにし、定期的な運動を継続する。スタッフは食事内容・夜間の間食、運動状況について確認を行い、適宜アドバイスを行う。


※現在、利用日外での活動に関しては、本人より生活能力の向上のために家事の手伝いや社会生活に必要なマナーについて学ぶ時間にあてていると話している。家事の手伝いに関しては母様に出来を評価してもらっているが、掃除の際には隅の汚れや洗い流しきれていない等の、作業の遂行が不十分であることを指摘されているとのこと。

【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①生活リズムを整え、デイケア利用日は休まずに通所する。
	達成度30％　特定利用者（中村与一郎様）が悪口を言っている為気分の落ち込みがあると言い、診察日以外は欠席している。睡眠状況を確認すると時折、寝る直前までゲームをしていると話しており、早めの就寝やゲームの切り上げを促しているが、本人は聞き入れる様子窺えない。眠気の訴えがあり、詳細を確認すると上記と同様の発言があり、都度同じ説明をするが「そうなんですね」「初めて知りました」と返答する等、スタッフの説明を覚えていない様子が窺えている。
自立支援医療費制度で上限額が高い為、小遣いが減るからデイケアを診察日にだけにしたい。他利用者様から嫌がらせを受けていると言い、月一回程度の利用になっている。
	寝不足等の対策として、早めの就寝を促すと、返事はしているが、実践することなく、本人が聞き入れる様子は窺えない。欠席には至っていないが、今後就労を開始した際に遅刻等の悪影響がある為、目標を継続していく。

	②人を馬鹿にしたり、傷付けるような問題となる発言はしない。
	達成度40％　以前まで、デイケアを利用していたメンバーについて、陰口のような発言を他メンバーに大きな声で話していることがあったが、現在は縁が切れたと話しており、それ以降はその話題をすることは減っている。しかし時折、メンバーに対する不満を訴えることはある。依然として、自分の推測を事実のように話すことがあり、そのことを指摘すると自覚はあると話しているが、行動を変えることはない。
	言動に問題がある時はその都度スタッフと振り返りを行う必要あり、引き続き目標を継続していく。助言に対し、実践出来ておらず、本人が理解出来ていない可能性も考えられる。今後、本人に理解しやすいよう直面した問題に関し、どのように感じたかを確認し、そこからどこに問題があり、どう解決していくかをスタッフと話し合い解決していくこととする。

	③コレステロール値を上げない。
	達成度30％　　体重76.2Kg、BMI24.8。
運動プログラムは、腹の調子が悪いと言い、エアロビクスに参加せず、ロッカーで過ごす事が多い。自主的に運動する事は殆ど見られない。時折徒歩にて帰宅していると話している。昼食はコンビニのおにぎり3個であり、食事内容について助言するが金銭面を理由に内容を変えることはない。家では毎食野菜を食べていると言うが、カップ麺を食べすぎる事もあると話している。
	現状、BMIが激しく変動するなどはないが、デイケアの食事内容を確認する限りではバランスの良い食事が取れているかは不明。助言後も食事内容に変化が見られない為、
引き続き食事内容等を確認し、減量や食事内容の改善について促していく。

	※家での手伝いに関して、作業後の確認等が不十分であることを伝え、最後に確認することや、作業の工程を教えてもらう際にメモを取り、そのメモを見ながら確認作業するよう助言するが行動に変化はなく、母様から同じ指摘を受け続けていると話している。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	適度に休養を取り、病状を安定させたまま現在の生活を維持し就労を続ける。
	①デイケア通所を休まず継続する。
	①生活リズムを整え、デイケア利用日は休まずに通所する。
	①欠席があった際は、欠席の理由について把握する。体調面を維持できるようアドバイスし、生活リズムに乱れがある際には解決策をスタッフと考える。生活リズムを崩さず、通所継続出来ている時は評価する。

	
	②対人交流について適切な対応が出来るようになる。
	②人を馬鹿にしたり、傷付けるような問題となる発言はしない。
	②対人関係で悩むことがあれば、本人とスタッフで相談し解決策を考える。スタッフは交流時に問題となる行為があった際に振り返りを実施し、本人が理解できるよう問題点を説明し、対処法を検討していく。

	
	③コレステロール値を正常範囲内で収める。
	③コレステロール値を上げない。
	③野菜を必ず食べるようにし、定期的な運動を継続する。スタッフは食事内容・夜間の間食、運動状況について確認を行い、適宜アドバイスを行う。


【今後の対応について】

担当スタッフが年度途中で変更になった為関係性は良好とはいえず、自分の意見を押し通そうとする傾向が強い。同一的な対応では状況に変化は望めない為、今後は担当スタッフの対応の仕方を変えていき、利用者様の反応を見て適宜対応の仕方を変えていくこととする。

また、社会認知等に関連した認知行動療法を実施し、本人の能力を客観的に見える状態に交流の仕方を省みる機会を作る等提供するプログラムの形を変えてみることとする。

